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ガバナーメッセージ 
国際ロータリー第2760地区ガバナー 大島 宏彦 

 

「オーロラ」 
 

 

 次年度を担当される髙橋ガバナーエレクトが２月中旬、新空港移転直前の名古屋空港からアナハイム

ヘ出発されました。最後まで中部飛行協会長を務めていた私も、国際線の飛んでいる内に名古屋空港に

別れを告げようと、日程の合間を縫ってラップランドヘ出掛けて来ました。この間のガバナーの実務は安

藤地区幹事にお願いしましたが、各方面にご迷惑を掛けたことと思います。 

 オーロラ見物を選んだのは、昨年末のフィンランド大統領来日の時のパーティーで勧められたからです

が、中日新聞は以前からフィンランドから紙を輸入しています。工場のあるカヤー二には１０年前に私が

植えた西洋松（写真）が成長して、今は沢山の松笠も実っています。人口３万人ほどの小さな町ですが、
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■ロータリー１００周年記念切手のご案内

 ロータリー雑誌月間に寄せて 
 
 
  地区広報委員会 
 
  委員長  石垣 昭快 

 私たち岡崎ロータリークラブでは毎月第二例会に広報委員会のメンバーが交替で３～５分間くらい当月

号の「ロータリーの友」の読んでいただきたいと思うような記事の解説をして、より多くの会員が「友」に親

しんで貰うよう努力していますが、現状はなかなか思うようになっていないと思います。 

 一方、市民の皆様がロータリーをどう思っているかと言えばお金持ちの経営者達がただ昼飯を食べて

遊んでいるだけと思っている人が沢山いる・・・・良くロータリーを理解してみえないと言うより、知らない人

が殆んどではないかと思います。 

 私が地区の広報委員長と言う立場で考えるとまず、行政の長である市長（町長等）助役、教育長さんな

どに毎月「ロータリーの友」を贈呈して読んでいただくよう努力すべきだと思う。 

 最初は読んでいただけないかもしれませんが毎月送られてくれば、時には読んでみようと思うこともあ

るでしょう。 

 少しでも読んでいただければロータリークラブが、今、何をしているか理解する事が出来るのではない

でしょうか？ 

 また、各市町村役場のロビーに「ロータリーの友」を閲覧できるよう常設してもらい、広く一般市民の方

たちにも読んで理解してもらうよう努力すべきだと思いますが、会員諸兄の皆様方いかがでしょうか。 

 ロータリー雑誌月間 
 
 
  ロータリーの友地区委員 
 
  松前 憲典 

○ 「ロータリーの友」について
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  「ロータリーの友」は、日本におけるロータリアンの機関誌であります。機関誌としての「友」は、ロー

タリアンがロータリーライフを深めるために、またクラブが国際ロータリーと直結しているという確認の

ためにも必要な媒体であります。 

   ロータリーの友は、ロータリアンについての情報誌であります。 

   ロータリーの友は、ロータリアンの公開討論の場であります。 

 渡辺隆ロータリーの友委員長は、横組みの記事は、主としてロータリーに関する学習を、縦組みで

は、各クラブの活動の実態や会員間の意見の場所として、十分にその機能を発揮することができるよ

う、努力していると明快に述べられております。 

 「ロータリーの友」の横組み記事に学び、同時に投稿などを通じて、縦組みの構成に実際に参画す

ることで、全会員が、“ロータリーの１００年”を祝うべく、共通の自覚と奉仕活動の具体的実践に参加

することを要望されております。

○ 「愛・地球博」ロータリー館の完成

  国際親善と友情を深めましょう 

 ２月１７日に中部国際空港（セントレア）が愛知県常滑市に開港致しました。 

 ３月２５日には、名古屋東部丘陵で、日本国際博覧会（愛知万博、愛・地球博）が開催致しました。

愛知万博に、ロータリー館が完成しました。国際親善と友情を深めましょう。（２００５年３月２５日～９

月２５日の１８０日間）

○ １００周年を迎えたロータリー

  ロータリーは１００周年を迎えます。２００４～２００５年度ＲＩ会長グレンＥ エステス氏は、「ロータリー

１００周年を祝おう」をＲＩのテーマに掲げられております。ロータリー創設１００周年を祝い、未来の出

発にしましょう。シカゴ大会で最高潮に達する魅力的で世界的なロータリー１００年の年度をリードして

いきたいと述べられております。

○ 魅力あふれるロータリーにしましょう。

  魅力あふれるロータリーにするために、①ロータリー精神（奉仕の精神の涵養）②魅力あふれる人

格の集団であり、魅力あふれる人間形成の場が大切であります。 

魅力あふれるロータリークラブを創造し、魅力あふれるロータリアンの育成を目的として、地域社会に

尊敬され、貢献できるロータリアンを育成し、「超我の奉仕」で奉仕の理想に邁進することであります。

▲上へ戻る

Page 2 of 2ロータリー雑誌月間に寄せて

2008/11/02http://www.05-06governor2760.org/information/200504/gekkan/index.html



ガバナー月信 Vol.１０  ４月 メニュー

■ガバナーメッセージ  ■ロータリー雑誌月間に寄せて  ■ローターアクト海外研修報告 

■ＷＣＳ視察旅行報告  ■地区ロータリー財団委員長会議  

■米山奨学期間終了者歓送会および指導教官への感謝の会  ■第２回社会奉仕クラブ委員長会議  

■２００６～０７年度ＤＤＦ選択会議  ■ロータリー館 （友愛の家） 開館式  ■名古屋ＲＣ 創立８０周年記念式典  

■半田南ＲＣ 創立２５周年を迎えて  ■ロータリー１００周年記念特集 

■地区委員会だより～環境保全委員会～  ■話の泉⑫ からだＳＯＳ「いびき・睡眠時無呼吸症候群」 

■話の泉⑬ 「ＭＡＳＴＥＲＳ」  ■ハイライトよねやま ６１号 ■ロータリーの友 トピックス 

■今月のカレンダー  ■出席報告（２月分 EXCEL形式）  ■文庫通信  ■地区事務所 移転案内 

■ロータリー１００周年記念切手のご案内

ローターアクト海外研修 

地区ローターアクト委員会 副委員長  服部 良男

  

 ２月１０日午後５時半に名古屋空港に集合。藤井忠地区新世代委員長、加藤康治、遠山堯郎地区ロー

ターアクト委員会の皆さんのお見送りで、２３名のローターアクターとＲ.Ｉ.第９６４０地区オーストラリア、ゴ

ールドコーストへの海外研修に旅立った。 

 ケアンズを経由しゴールドコーストには翌朝８時に到着。その後、皆元気にカランビン野鳥園に移動。コ

アラと記念写真をとり、オーストラリアのカンガルー、ワニ、ワラビーなどを見物した後ホテルにチェックイ

ンした。 

 夜は、固くて大きなオージービーフのステーキを食べながらステーキハウスで歌ったり、踊ったり大変

楽しいひとときであった。 

 翌日、朝ホテルへＲ.Ｉ.第９６４０地区のローターアクターの出迎えを受け、近くの公園で「モーニングバー

ベキュー」なる交流会に参加した。公園備え付けのグリルでパンケーキ、ソーセージ、卵を皆で焼き、一

緒に食し、まさに、オーストラリア的交流会であった。その後、英語で自己紹介、両国のローターアクトソ

ング、手に手つないで、そして、日本から用意した「トップ・オブ・ザ・ワールド」を全員で合唱、大いに盛り

上がった。 

 Ｒ.Ｉ.第９６４０地区を少し紹介すると、この地区はゴールドコーストを中心に東西に４００ｋｍ、南北に３０

０ｋｍの大変大きなエリアでロータリークラブは５５箇所、そしてローターアクトクラブは、グリフィス、ボンド
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（この２つは大学のＲＡＣ）、ネラング、サウスポートという４クラブがある。それぞれ、会員は１３～１５名

程度、年会費は＄４０でその内＄１５は地区へ、残りの＄２５で活動を行っている。その内容は、ガン撲

滅基金などのチャリティなど、我が地区の活動と同じようである。２人のメンバーが先週行われたＲＹＬＡ

のＴシャツを着用していたのが印象的であった。 

 夜は、オーストラリアの誇る世界遺産の「土ボタル」、翌日は、熱帯雨林を訪問した。どちらの観光もオ

ーストラリアの自然という価値を観光に生かした“エコ・ツーリズム”を通してオーストラリアの文化を直に

感じることができた大変価値のある研修旅行であった。 

 参加したローターアクターにとってＲ.Ｉ.第９６４０地区のローターアクターとの交流とともに心に残った海

外研修であったに違いない。今後もこの海外研修が続けられるように応援していきたいと思っている。

▲上へ戻る

Page 2 of 2ローターアクト海外研修

2008/11/02http://www.05-06governor2760.org/information/200504/houkoku/rotaryact.html



ガバナー月信 Vol.１０  ４月 メニュー

■ガバナーメッセージ  ■ロータリー雑誌月間に寄せて  ■ローターアクト海外研修報告 

■ＷＣＳ視察旅行報告  ■地区ロータリー財団委員長会議  

■米山奨学期間終了者歓送会および指導教官への感謝の会  ■第２回社会奉仕クラブ委員長会議  

■２００６～０７年度ＤＤＦ選択会議  ■ロータリー館 （友愛の家） 開館式  ■名古屋ＲＣ 創立８０周年記念式典  

■半田南ＲＣ 創立２５周年を迎えて  ■ロータリー１００周年記念特集 

■地区委員会だより～環境保全委員会～  ■話の泉⑫ からだＳＯＳ「いびき・睡眠時無呼吸症候群」 

■話の泉⑬ 「ＭＡＳＴＥＲＳ」  ■ハイライトよねやま ６１号 ■ロータリーの友 トピックス 

■今月のカレンダー  ■出席報告（２月分 EXCEL形式）  ■文庫通信  ■地区事務所 移転案内 

■ロータリー１００周年記念切手のご案内

 ＷＣＳ視察旅行報告 
 
 
  地区世界社会奉仕委員会 
 
  委員長  水谷 金之 

 ２月７日～１２日の６日間、Ｒ.Ｉ.第３３６０地区タイ・チェンマイの視察旅行を行い、今回は、ロータリー１０

０周年を記念してラオスへも足をのばしました。 

 チェンマイの小学校では、その分区内のロータリークラブが積極的に活動を行っており、ウィアンセッテ

ィーウィタヤー小学校（幼稚園児含む生徒数１２２名、教員６名）では、ロータリアンが生徒たちに動物や

薬草について教育を行ったり、清潔な男女別のお手洗いの建設、水道の衛生化、図書室の計画などを

行っていました。 

 その夜は、Ｒ.Ｉ.第３３６０地区のガバナー、ガバナーエレクト、直前ガバナー、そして地区内のロータリア

ン２００名以上による歓迎式典があり、そこで、当地区から世界の人々への奉仕活動計画のための義援

金をＲ.Ｉ.第３３６０地区へ寄贈致しました。式典では、チェンマイの学校に通う生徒達やロータリアンによる

演劇や合唱があり、当地区のＷＣＳ担当石田副幹事がタイのテレビニュースインタビューに応じている場

面もありました。 

 翌日からのラオスでは、ルアンプラバーン観光事務所代表に必要な事務用品や電気機器などを寄贈

し、視察に訪れた学校にも学校教育に必要な備品（机、いす、コンピューター、スポーツ用品など）を寄贈

しました。そして、ルアンプラバーン市内の学校の生徒たちと来訪記念に植樹を行いました。 

 また、バーンティンソム学校（生徒数１２５名、教員５名）を視察した際、歓迎を受け、白い紙に包まれた

花束を受け取りました。その白い紙は町で売っている色紙ではなく、生徒たちが使用するノートを切り取

って包んだもので、この事に深く感銘を受けました。 

 今回、Ｒ.Ｉ.第２７６０地区ＷＣＳ視察旅行はかなり忍耐がいる日程であり、タイやラオスの人々の温か

さ、世界遺産などの景色の偉大さを目の当たりにした旅行でもありました。また、ラオスにてこのような奉

仕活動を行ったのは、世界中のロータリークラブで私達が初めてだと聞いています。このＷＣＳの活動を

きっかけに、植樹した木が国土の土壌に根を深く下ろすようにロータリーの基盤が今後世界中に築か

れ、前進していく事を願っています。

▲上へ戻る
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地区ロータリー財団委員長会議 

地区ロータリー財団委員会

日時：２００５年２月４日（金） 

場所：名鉄グランドホテル

 昨年の１０月２０日に開催予定でしたロータリー財団委員長会議が２月４日の立春に開催されました。１

０月は「台風」で中止になり、今回は「雪」で中止になるのではないかと心配しましたが、無事に開催する

事ができました。 

 当日は神戸政治日本恒久基金委員（パストガバナー）、福田清成財団カウンセラー（パストガバナー）

はじめ地区内８０クラブの財団委員長、財団委員会あわせて１０５名の参加により有意義な会議を開催

する事ができました。 

 先ず鈴木財団委員長よりこの会議の開催が遅れたお詫びと７ヶ月が過ぎた中で事業計画、クラブ計画

がどの様に進められているかを議論してくださいとの挨拶があり、会議に入りました。 

 神戸日本恒久基金委員から「ロータリーアンにとって財団は有意義な場」である旨のお話を頂戴し、特

に恒久基金へ理解を深めて欲しいとの強い要請も重ねてありました。 

 今回は講師として２００３～０６年度ロータリー財団地域コーディネター・ＲＩ第２６５０地区パストガバナー

宮崎茂和様にお願いし、「ロータリー財団の現状と各プログラム」についてパワーポンイトを使い非常に

理解し易くご説明を頂戴しました。その中で「今ここで聞いた事を必ずクラブに帰って会員の皆さんに話

をする事」、「寄付されたお金の使い道を確認する為にもロータリー財団が発行している報告書を読んで

ください」、「寄付も大切ですが、プログラムに積極的に参加してください」等様々な事例を挙げて頂きまし

た。特に「毎年あなたも１００ドルを」、「財団の友」への理解を求められました。 

 休憩を挟んでテーブル毎にディスカッションを行ないました。皆さん既に財団委員長を７ヶ月務めていま

すので活発な議論が交わされました。発表の中ではクラブ内での財団への理解の仕方、資金の使われ

方などもっと明確になる様にとのご意見が多くありました。またロータリーカードの拡大も勧める事が確認

されました。 

 神戸パストガバナーよりのご講評では、「ロータリー財団の資金の使途をしっかり掴み、けっして無理な

お金集めはしない様に、理解ある活動を！」と激励をいただきました。 

 最後に懇親会を開催して散会となりました。 

 ご参加頂いた皆様には厚く御礼申しあげます。また更なる「ロータリー財団へのご協力」をお願い申し

あげてご報告と致します。

以上 

▲上へ戻る
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ガバナー月信 Vol.１０  ４月 メニュー

■ガバナーメッセージ  ■ロータリー雑誌月間に寄せて  ■ローターアクト海外研修報告 

■ＷＣＳ視察旅行報告  ■地区ロータリー財団委員長会議  

■米山奨学期間終了者歓送会および指導教官への感謝の会  ■第２回社会奉仕クラブ委員長会議  

■２００６～０７年度ＤＤＦ選択会議  ■ロータリー館 （友愛の家） 開館式  ■名古屋ＲＣ 創立８０周年記念式典  

■半田南ＲＣ 創立２５周年を迎えて  ■ロータリー１００周年記念特集 

■地区委員会だより～環境保全委員会～  ■話の泉⑫ からだＳＯＳ「いびき・睡眠時無呼吸症候群」 

■話の泉⑬ 「ＭＡＳＴＥＲＳ」  ■ハイライトよねやま ６１号 ■ロータリーの友 トピックス 

■今月のカレンダー  ■出席報告（２月分 EXCEL形式）  ■文庫通信  ■地区事務所 移転案内 

■ロータリー１００周年記念切手のご案内

米山奨学期間終了者歓送会および指導教官への感謝の会

米山奨学委員会 委員長  鈴木 茂久

日時：２００５年２月２６日（土） 

於：レセプションハウス名古屋逓信会館

 蛍雪の時を経て、２９名の米山奨学生が全員無事奨学期間を終了し、更なる夢に向かって進まれる祝

福とけじめの有意義な時が持てました。 

 参加者は指導教官５名、奨学生２２名、カウンセラー２０名、地区役員１２名 総数５９名の皆様でした。

ご多忙の皆様のご参集とご高配に心から御礼を申し上げます。現時点では博士号取得者はありません

が３月下旬には４～５名の方が取得する予定です。セレモ二―は大島ガバナーのご挨拶、加納理事の

ご挨拶、そして、奨学生には終了証の授与、カウンセラーには感謝状の授与、（カウンセラー代表・神野

紀郎（豊橋ＲＣ））と厳粛な中に行われました。渡邉地区副幹事の乾杯で始まり、和やかな会食と進み、

恒例の全員スピーチに入りました。毎年この米山奨学生最後のスピーチには感動する青春の鼓動が感

じられます。また、指導教官の先生からは彼らに託する未来の夢を感じます。カウンセラーの皆様からは

親心の片鱗が各所にみられ、この場の雰囲気は私が最も好きなひとときです。散会にあたり、「一緒に

写真を撮って下さい」と黄色い声をかけられた時、事を成しえた慶びを共に分かち合えるロータリーの琴

線に触れた感がいたします。 

 奨学期間終了後の進路については大部分の方が日本で数年、更に研究を勤められ、その後お国に帰

られます。将来、日本との架け橋になることをお約束して世界に散っていく奨学生の将来に幸あれと祈り

ます。

▲上へ戻る
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ガバナー月信 Vol.１０  ４月 メニュー

■ガバナーメッセージ  ■ロータリー雑誌月間に寄せて  ■ローターアクト海外研修報告 

■ＷＣＳ視察旅行報告  ■地区ロータリー財団委員長会議  

■米山奨学期間終了者歓送会および指導教官への感謝の会  ■第２回社会奉仕クラブ委員長会議  

■２００６～０７年度ＤＤＦ選択会議  ■ロータリー館 （友愛の家） 開館式  ■名古屋ＲＣ 創立８０周年記念式典  

■半田南ＲＣ 創立２５周年を迎えて  ■ロータリー１００周年記念特集 

■地区委員会だより～環境保全委員会～  ■話の泉⑫ からだＳＯＳ「いびき・睡眠時無呼吸症候群」 

■話の泉⑬ 「ＭＡＳＴＥＲＳ」  ■ハイライトよねやま ６１号 ■ロータリーの友 トピックス 

■今月のカレンダー  ■出席報告（２月分 EXCEL形式）  ■文庫通信  ■地区事務所 移転案内 

■ロータリー１００周年記念切手のご案内

第２回社会奉仕委員長会議

地区社会奉仕委員会 副委員長  長瀬 輝代之

２００５年２月１８日（金） 於 ホテルキャッスルプラザ 

会議 １６：００～１７：３０   懇親会 １７：４０～１９：００

 第２回社会奉仕委員長会議は、大島ガバナーをはじめ来賓をお招きして行われました。 

 昨年９月の第１回委員長会議は、石田委員長の下盛大に執り行われ、今年度の目標、スケジュール等

の発表、確認をさせて頂きましたが、今回は石田委員長が入院中のため、急遽副委員長である私が、第

１回目を参考に準備を進めることとなりました。 

 会議は、ガバナー挨拶に始まり、環境保全委員会活動、ＲＣＣ委員会活動の活動内容について各地区

委員長よりお話を頂き、その後、社会奉仕活動の現況報告を６クラブの委員長に報告をお願いしまし

た。各クラブの活動は、年度末まで残り４ヶ月という今が最盛期といった感じがいたしました。緑化、福

祉、地域ボランティア、子供に対する心のケア、地震・災害の啓蒙活動等、熱く語って頂きました。 

 これらの報告から、既存の活動に寄付するのみではなく、クラブ独自の活動の考案や、他クラブとの協

力姿勢なども含めて、活動がより大きく、内容のあるものになっていると感じました。大島ガバナーの講

評にも、クラブ間の連携による友情の広がりはすばらしいとありました。会員の減少による予算削減が進

む昨今、各クラブ同士が力を合わせて一つの奉仕活動を行うことの意義ついて、より深く学ぶことができ

たのではないかと思います。 
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 会議は１時間半ほど行われた後、懇親会へと場所を移しました。多数のご参加を頂き、日ごろの活動

話に花が咲いたようです。今回は石田委員長の緊急入院という事で、急な代役でしたが、皆様のご協力

のお陰で無事終えることができました。地区社会奉仕活動に３年間参加させて頂きましたが、ロータリー

クラブの良さを再認識できた今回の会議でした。 

 大島ガバナーにも、最後までご指導頂きました事、心より感謝しております。この上は石田委員長の一

日も早いご回復をお祈りして、会議の報告を終わります。  

 

 石田委員長には皆様方のお祈りもむなしく、去る３月１９日ご逝去されました。謹んでご冥福をお祈り申

し上げます。

▲上へ戻る

Page 2 of 2第２回社会奉仕委員長会議

2008/11/02http://www.05-06governor2760.org/information/200504/houkoku/shakaihoushi.html



ガバナー月信 Vol.１０  ４月 メニュー

■ガバナーメッセージ  ■ロータリー雑誌月間に寄せて  ■ローターアクト海外研修報告 

■ＷＣＳ視察旅行報告  ■地区ロータリー財団委員長会議  

■米山奨学期間終了者歓送会および指導教官への感謝の会  ■第２回社会奉仕クラブ委員長会議  

■２００６～０７年度ＤＤＦ選択会議  ■ロータリー館 （友愛の家） 開館式  ■名古屋ＲＣ 創立８０周年記念式典  

■半田南ＲＣ 創立２５周年を迎えて  ■ロータリー１００周年記念特集 

■地区委員会だより～環境保全委員会～  ■話の泉⑫ からだＳＯＳ「いびき・睡眠時無呼吸症候群」 

■話の泉⑬ 「ＭＡＳＴＥＲＳ」  ■ハイライトよねやま ６１号 ■ロータリーの友 トピックス 

■今月のカレンダー  ■出席報告（２月分 EXCEL形式）  ■文庫通信  ■地区事務所 移転案内 

■ロータリー１００周年記念切手のご案内

２００６～０７年度ＤＤＦ選択会議 
地区ロータリー財団委員会 委員長  鈴木 孝則

於  ２００５年３月４日（金） 地区事務所 

 本年度ＤＤＦ選択会議は、大島宏彦ガバナー、福田清成カウンセラー、斎藤直美ガバナーノミニー始

め、地区担当役員１３名出席のもと、上記の要領で開催されました。 

 本会議は、豊島德三ガバナー年度に寄付された年次寄付を、シェアーシステムを通じて地区が選ぶプ

ログラムの資金を決定する重要な会議であります。 

 年次寄付は、寄付年度末に集計され、２つの活動資金に分けられます。５０％は国際財団活動資金

（ＷＦ：World Funds）に、５０％は地区財団活動資金（ＤＤＦ：District Designated Funds）となります。そして

財団独特の補助金支給サイクルにより、寄付金を受け取ってから３年後にプログラムのために使用され

ます。 

 例年ですと、ＤＤＦは、年次寄付と恒久基金利息の６０％合計ですが、２００６－０７プログラム年度に限

り、恒久基金の利息は凍結され、年次寄付の５０％のみしかＤＤＦの対象となっておりません。そして２０

０７－０８プログラム年度より、地区の年次寄付と恒久基金利息の５０％になる事になっております。 

 以上の事情により、２００６－０７年度ＤＤＦ明細は、 

加えて前年度繰越額１６１，８８４．９２ドルも凍結され、他地区同様、当地区も極めて困惑した会議となり

ました。 

 締め切りの迫る教育的分野のシェア選択をまず決定し、前年度繰越額が使用可になってから、他の分

野のシェア選択をする事になり、今会議においては、 

年次寄付×０．５ ２４７，３３５．５１ドル  

奨学金未使用額 ２９，７２７．６３ドル  

合計 ２７７，０６３．１４ドル  となり、

  １． 人道的分野 災害救援 ３，０００ドル

 ＷＣＳ助成金 １，０００ドル

  ２． 教育的分野 一学年度奨学金＠２６，０００×６名 １５６，０００ドル

 マルチイヤー ＠２６，０００ｘ４名 １０４，０００ドル

 文化研修３ヶ月＠１２，０００ｘ１名 １２，０００ドル

  ３． プログラム強化 ＧＳＥ １，０００ドル
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  合計  ２７７，０００ドル

以上を、とりあえず決めて終了しました。

▲上へ戻る
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■ガバナーメッセージ  ■ロータリー雑誌月間に寄せて  ■ローターアクト海外研修報告 

■ＷＣＳ視察旅行報告  ■地区ロータリー財団委員長会議  

■米山奨学期間終了者歓送会および指導教官への感謝の会  ■第２回社会奉仕クラブ委員長会議  

■２００６～０７年度ＤＤＦ選択会議  ■ロータリー館 （友愛の家） 開館式  ■名古屋ＲＣ 創立８０周年記念式典  

■半田南ＲＣ 創立２５周年を迎えて  ■ロータリー１００周年記念特集 

■地区委員会だより～環境保全委員会～  ■話の泉⑫ からだＳＯＳ「いびき・睡眠時無呼吸症候群」 

■話の泉⑬ 「ＭＡＳＴＥＲＳ」  ■ハイライトよねやま ６１号 ■ロータリーの友 トピックス 

■今月のカレンダー  ■出席報告（２月分 EXCEL形式）  ■文庫通信  ■地区事務所 移転案内 

■ロータリー１００周年記念切手のご案内

ロータリー館 （友愛の家） 開館式 

ロータリー館 事務局長  藤本 博之
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 ２００５年３月３日（木）１０：００から、愛・地球博の長久手会場に建設したロータリー館の開館式が挙行

された。 

 参加者は、地区内８０クラブ会長、クラブ国際博運営委員と地区国際博委員会、パストガバナー、ガバ

ナー補佐のみなさんで、来賓として豊田章一郎国際博覧会会長、坂本春生副会長、加藤梅雄長久手町

長、千玄室元ＲＩ理事の名代として小林哲夫氏をお迎えして総勢２００名が参集した。 

 玄関前に設置されたガラスの銘板の除幕から式典が開始された。この銘板は国内３４地区２３３４クラ

ブのクラブ名を刻んだもので、万博終了後は記念品にしようと考えているものです。 

 つづいて、夢童ゆり子氏の作になるモリゾー、キッコロのからくり人形の起動式が行なわれ参加者の感

動をえた。 

 その後、ホールに入り開館式に移った。 

 主催者を代表して、内藤明人委員長の挨拶、盛田和昭顧問の挨拶があり、来賓として豊田章一郎会

長、加藤長久手町長、小林哲夫名代から祝辞を戴きました。 

 続いて祝賀会に入り坂本副会長の乾杯の音頭で懇親祝賀会にすすみ、豊島館長の中締めで懇親の

宴を終えました。 

 幸いにも好天に恵まれ楽しく有意義な開館式でした。 

干玄室元ＲＩ理事の祝辞を紹介します。 

祝辞 

 日本において３５年ぶりに開催される万国博覧会「愛・地球博」のオープンも間近くなった本日、その

先がけとしてロータリー館（友愛の家）が開館されることになり、関係各位の今日までのご努力に敬意を

表しつつ、心よりお慶びを申し上げます。 

 国際ロータリー第２７６０地区の皆さんから「愛知万博」にロータリー館をつくりたいとご相談を受けた

のが３年前で、その頃は２００４年国際大会成功のために日本の全ロータリアンの意思統一をはからね

ばならないとのことで「愛知万博」まで中々思いが至らぬのが実情でありましたが、その後国際大会を

進行していく中で、ロータリー創立１００周年の年に開催される「愛知万博」にも協力していこうとの思い

が高まり、全国ロータリアンから集められた国際大会協力金の一部をロータリー館建設のため寄付する

ことができ、内藤明人委員長や豊島德三館長のご努カに報いることができてうれしく存じております。 

 大阪万博の折にも、ロータリアンの友愛の場がつくられ、国際交流の実が挙げられましたが、今回は

本格的なロータリー館として国際平和と親善に大いに用いられるようにと期待しています。 

 本日は、残念ながら、他の公務のため東上中でお伺いできませんが、関係者各位とお慶びを共にし、

ロータリー館の隆盛と皆様のご健勝を祈念してご挨拶といたします。 

２００５年３月３日 

国際ロータリー元理事 

ロータリー日本財団会長  干 玄室

▲上へ戻る
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ガバナー月信 Vol.１０  ４月 メニュー

■ガバナーメッセージ  ■ロータリー雑誌月間に寄せて  ■ローターアクト海外研修報告 

■ＷＣＳ視察旅行報告  ■地区ロータリー財団委員長会議  

■米山奨学期間終了者歓送会および指導教官への感謝の会  ■第２回社会奉仕クラブ委員長会議  

■２００６～０７年度ＤＤＦ選択会議  ■ロータリー館 （友愛の家） 開館式  ■名古屋ＲＣ 創立８０周年記念式典  

■半田南ＲＣ 創立２５周年を迎えて  ■ロータリー１００周年記念特集 

■地区委員会だより～環境保全委員会～  ■話の泉⑫ からだＳＯＳ「いびき・睡眠時無呼吸症候群」 

■話の泉⑬ 「ＭＡＳＴＥＲＳ」  ■ハイライトよねやま ６１号 ■ロータリーの友 トピックス 

■今月のカレンダー  ■出席報告（２月分 EXCEL形式）  ■文庫通信  ■地区事務所 移転案内 

■ロータリー１００周年記念切手のご案内

名古屋ＲＣ創立８０周年記念式典

名古屋ロータリークラブ 会長  葛西 敬之

日時：２００５年２月１日（火）１７：００～ 

場所：名古屋観光ホテル 

  

 名古屋ロータリークラブは２月１日に創立８０周年記念式典を開催いたしました。 

 記念式典には当クラブ名誉会員でもあります神田真秋愛知県知事、同じく松原武久名古屋市長を始

め、スポンサークラブの東京ロータリークラブの水野正人会長、また当クラブ会員でもあります大島宏彦

ガバナー、同じく安藤重良地区幹事他、豊島德三直前パストガバナー、市内パストガバナー、名古屋クラ

ブの子クラブ会長、市内各クラブ会長など大勢のご来賓のご参会を頂き、クラブ会員とご夫人を合わせ３

００人近い出席者数となりました。 

 例会に引き続いて、８０周年記念式典が葛西敬之会長の挨拶で始まり、当クラブ会員でもある盛田和

昭パストガバナーによる記念卓話があり、記念事業としては、内藤明人２００５国際博委員長に万博ロー

タリー館へ１００万円の寄付、大島ガバナーにロータリー財団、米山記念奨学会へ各５０万円の寄付を致

しました。 

 また、７０代～７９代の歴代会長表彰として、当日ご出席の７名の方々に表彰状と記念品が葛西会長よ
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り手渡されました。 

 さらに当日は盛田パストガバナーが在籍５０年ということで、ＲＩ表彰状が大島ガバナーより盛田パスト

ガバナーに手渡され、盛田パストガバナーから創立８０周年と在籍５０年を記念してご自身の作詞による

「名古屋ロータリークラブソング」を寄贈していただきました。 

 その後、来賓祝辞として知事、市長、大島ガバナーよりそれぞれお祝辞を賜り、祝宴に移り、中北智久

８０周年記念事業実行委員長の挨拶の後、コールロータリーの皆さんの合唱で「名古屋ロータリークラブ

ソング」の発表があり、会員全員での歌唱指導となりました。 

 東京ＲＣ水野会長の乾杯のご発声で会食となり、那須國宏副会長による閉会挨拶、最後は参加者全

員で「手に手つないで」を合唱し、和やかに無事終了致しました。 

  

▲上へ戻る
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ガバナー月信 Vol.１０  ４月 メニュー

■ガバナーメッセージ  ■ロータリー雑誌月間に寄せて  ■ローターアクト海外研修報告 

■ＷＣＳ視察旅行報告  ■地区ロータリー財団委員長会議  

■米山奨学期間終了者歓送会および指導教官への感謝の会  ■第２回社会奉仕クラブ委員長会議  

■２００６～０７年度ＤＤＦ選択会議  ■ロータリー館 （友愛の家） 開館式  ■名古屋ＲＣ 創立８０周年記念式典  

■半田南ＲＣ 創立２５周年を迎えて  ■ロータリー１００周年記念特集 

■地区委員会だより～環境保全委員会～  ■話の泉⑫ からだＳＯＳ「いびき・睡眠時無呼吸症候群」 

■話の泉⑬ 「ＭＡＳＴＥＲＳ」  ■ハイライトよねやま ６１号 ■ロータリーの友 トピックス 

■今月のカレンダー  ■出席報告（２月分 EXCEL形式）  ■文庫通信  ■地区事務所 移転案内 

■ロータリー１００周年記念切手のご案内

創立２５周年を迎えて

半田南ロータリークラブ クラブ会報委員会

 １９８０年２月２１日、会員数３１名のメンバーで発足し、現在５３名。地区ガバナーを始め皆様方のご支

援により創立２５周年を迎えることとなりました。今年度はとくにロータリー１００周年と重なり、“ロータリ

ーを祝おう”ということで一層の盛り上がりとなっています。 

 その記念すべき事業として、テーマを「環境保全と新世代」としました。四半世紀に及ぶロータリー活動

の精神をカタチにできればという強い意志をもって企画しました。

○記念事業の第１弾として 

平成１６年１１月６日に地元の雁宿ホールに「竹中ナミ」女史を招いて講演会を開催しました。チャレン

ジド（障がい者）を納税者に。そんな過激なキャッチフレーズを旗印に、障がい者の社会参画を支援す

る社会福祉法人プロップ・ステーション理事長である女史に、“すべての人が誇りをもって生きられる街

に”というテーマで、自分の身に起きたことをプラスの方向に社会的に変化させていくことの大切さを熱

っぽく語っていただきました。

○記念事業の第２弾として 

平成１７年３月２７日に同じく雁宿ホールにて、こどもエコクラブ全国フェスティバルへの参画を予定し

ています。第１部は、“地球温暖化と私たちの暮らし”と題して、ＣＯ２濃度の観測実験を。第２部は、講
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師に“行列のできる法律相談所”でお馴染みの丸山和也弁護士を招き、環境問題に関する法的知識

とＴＶ活動の裏話などにより一般市民が環境保全に関心を持つよう呼びかけます。

○記念事業の第３弾として 

６月に全会員による実視体験学習として知多半島南部・師崎に行き、地盤沈下と地球温暖化について

現地学習を予定しています。

記念すべき１年となりますよう、ご支援のほどよろしくお願いします。 

▲上へ戻る
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ガバナー月信 Vol.１０  ４月 メニュー

■ガバナーメッセージ  ■ロータリー雑誌月間に寄せて  ■ローターアクト海外研修報告 

■ＷＣＳ視察旅行報告  ■地区ロータリー財団委員長会議  

■米山奨学期間終了者歓送会および指導教官への感謝の会  ■第２回社会奉仕クラブ委員長会議  

■２００６～０７年度ＤＤＦ選択会議  ■ロータリー館 （友愛の家） 開館式  ■名古屋ＲＣ 創立８０周年記念式典  

■半田南ＲＣ 創立２５周年を迎えて  ■ロータリー１００周年記念特集 

■地区委員会だより～環境保全委員会～  ■話の泉⑫ からだＳＯＳ「いびき・睡眠時無呼吸症候群」 

■話の泉⑬ 「ＭＡＳＴＥＲＳ」  ■ハイライトよねやま ６１号 ■ロータリーの友 トピックス 

■今月のカレンダー  ■出席報告（２月分 EXCEL形式）  ■文庫通信  ■地区事務所 移転案内 

■ロータリー１００周年記念切手のご案内

ロータリー１００周年記念特集① 名古屋みなとＲＣロータリー１００周年記念例会

名古屋みなとＲＣ 会長  深谷 友尋

 ２月１８日（金）名古屋マリオットアソシアホテルにて、ご夫人の集いを兼ね、ロータリー創立１００周年を

皆さんでお祝いを記念夜間例会として開催致しました。 

 チャールズ・ケラー元ＲＩ会長の言葉、ロータリーを川に例えて「私たちの行っていることは大海の中の

一滴に過ぎないことは分かっていますが、その一滴をなしているのがロータリアンであり、その一滴のし

ずくさえなければこんなに大きなロータリーにはならなかったでしょう。また、全世界に育まれるようなロ

ータリーにはならなかった。」と言われ、その中に利益を求めず、超我の奉仕を理想とするところに１００

年の経緯があったのではないかという思いを伝え、改めてロータリアンの皆様へさらなる活動を推進しよ

うと呼びかけました。 

 またお忙しい中、ロータリー館館長豊島德三パストガバナーにご講演頂き、大変有意義な会となりまし

た。 

 今後、私たち一人一人の活動は小さな一滴のしずくであるかもしれませんが、事業を通して超我の奉

仕を多くの人々、全世界の恵まれない人々のために行い、愛の手を差し伸べていき、ロータリーという大

きな大河の糧となれば、と願っております。

▲上へ戻る
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ガバナー月信 Vol.１０  ４月 メニュー

■ガバナーメッセージ  ■ロータリー雑誌月間に寄せて  ■ローターアクト海外研修報告 

■ＷＣＳ視察旅行報告  ■地区ロータリー財団委員長会議  

■米山奨学期間終了者歓送会および指導教官への感謝の会  ■第２回社会奉仕クラブ委員長会議  

■２００６～０７年度ＤＤＦ選択会議  ■ロータリー館 （友愛の家） 開館式  ■名古屋ＲＣ 創立８０周年記念式典  

■半田南ＲＣ 創立２５周年を迎えて  ■ロータリー１００周年記念特集 

■地区委員会だより～環境保全委員会～  ■話の泉⑫ からだＳＯＳ「いびき・睡眠時無呼吸症候群」 

■話の泉⑬ 「ＭＡＳＴＥＲＳ」  ■ハイライトよねやま ６１号 ■ロータリーの友 トピックス 

■今月のカレンダー  ■出席報告（２月分 EXCEL形式）  ■文庫通信  ■地区事務所 移転案内 

■ロータリー１００周年記念切手のご案内

ロータリー１００周年記念特集② 西尾張分区 ロータリー１００周年を祝う会

西尾張分区ガバナー補佐  長谷川正已（一宮中央ＲＣ）

 開催日時 ２００５年２月１９日（土） 

 会 場 アイリス愛知

 ホストクラブ 一宮中央ロータリークラブ

 しとしとと冬の雨が降るにもかかわらず、９ＲＣから２１７名の参加者により、西尾張分区の「ロータリー

１００年を祝う会」は盛大に開催されました。 

 長谷川ガバナー補佐の点鐘に続き、渡邊実行委員長（一宮中央ＲＣ）都竹ホストクラブ会長（同）そして

長谷川ガバナー補佐の挨拶が行われ、第１部のセレモニーは厳粛のうちに進められました。 

 「お祝いの行事だけでは終わらせたくない。」分区内クラブの会長幹事の総意を汲んで、第２部には円

卓会議が用意され、来賓の豊島德三パストガバナーの基調講演をいただいた後、２３ある各テーブルに

おいて、約５０分間の白熱した議論が展開されました。閉会セレモニーの中で、選出された３テーブルか

ら会議のまとめが発表され、続いて長谷川ガバナー補佐の講評、さらに次年度ガバナー補佐の大森一

人（一宮ＲＣ）氏の紹介・ご挨拶と進行し、大森ホストクラブ副会長（一宮中央ＲＣ）の閉会あいさつを最後

に、ふたたび長谷川ガバナー補佐の点鐘をもって閉会。有意義な時間を過ごせました。 

 休憩を挟んだ後、趣きを一変して第３部の懇親会を開会。豊島德三パストガバナーの乾杯の音頭でス

タートした祝宴は、途中アトラクションが始まる頃には佳境に入り、大いに盛り上がりました。 

 最終章は全員が一つの輪となって歌う「手に手つないで」。分区一丸の友情を確認させていただき、楽

しい宴も幕がひかれました。 

 皆様のご協力に対し、心からの感謝を申し上げ、報告とさせていただきます。

▲上へ戻る
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ガバナー月信 Vol.１０  ４月 メニュー

■ガバナーメッセージ  ■ロータリー雑誌月間に寄せて  ■ローターアクト海外研修報告 

■ＷＣＳ視察旅行報告  ■地区ロータリー財団委員長会議  

■米山奨学期間終了者歓送会および指導教官への感謝の会  ■第２回社会奉仕クラブ委員長会議  

■２００６～０７年度ＤＤＦ選択会議  ■ロータリー館 （友愛の家） 開館式  ■名古屋ＲＣ 創立８０周年記念式典  

■半田南ＲＣ 創立２５周年を迎えて  ■ロータリー１００周年記念特集 

■地区委員会だより～環境保全委員会～  ■話の泉⑫ からだＳＯＳ「いびき・睡眠時無呼吸症候群」 

■話の泉⑬ 「ＭＡＳＴＥＲＳ」  ■ハイライトよねやま ６１号 ■ロータリーの友 トピックス 

■今月のカレンダー  ■出席報告（２月分 EXCEL形式）  ■文庫通信  ■地区事務所 移転案内 

■ロータリー１００周年記念切手のご案内

ロータリー１００周年記念特集③ 岡崎４ＲＣ合同環境保全プロジェクト

岡崎東ロータリークラブ 実行委員会委員長  杉田 雄男

 
おおだの森から１００周年を祝おう 
 
 ２月２０日、ロータリー１００歳の誕生日を３日後に控えて、私達の

祝賀会は「おおだの森」から始まりました。私たちの１００周年記念事

業は、水源である森林の環境を保全するプロジェクトです。遠く市内

を見渡す山頂には、８ｍの大木をシンボルツリーとして、ロータリー

徽章を配した１００周年記念事業の記念碑が、４クラブを見守るよう

に設置されました。今回は、岡崎市内の４ロータリークラブが合同で

企画実行した記念すべき事業となります。当日は、Ｒ.Ｉ.第２７６０地区

ガバナーにもご臨席賜り、会員とともに合計２０１本の植樹が実施さ

れました。次世代へと引き継がれる植樹祭にエールを送られ、「一年

の計は穀を植えるに如かず、十年の計は木を、百年の計は人を」と

の言葉を添えられました。

ロータリーを知らせよう

 私たちは、今回の記念事業を通して地域の人たちに、ロータリーへの関心を高め、ロータリーの活動を

知ってもらう絶好のチャンスだと考えました。そこで、ポスターやチラシ、記念の缶バッジを作成し、ロータ

リアンを通じて広く地域や職場へと広報をすることができました。また、ＩＡＣ、ＲＡＣ、ＲＣＣのメンバーとも

に活動できたことをうれしく思います。 

 記念事業を終えた私たちの心の中には、感動の共有と心地よい達成感を体験することができました。

ロータリアンの秘めた力が結集され、予想以上の成果が発揮できたことに驚きを感じえません。この１０

０周年の節目に、「超我の奉仕」を再確認した記念事業となりました。
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▲上へ戻る
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■ガバナーメッセージ  ■ロータリー雑誌月間に寄せて  ■ローターアクト海外研修報告 

■ＷＣＳ視察旅行報告  ■地区ロータリー財団委員長会議  

■米山奨学期間終了者歓送会および指導教官への感謝の会  ■第２回社会奉仕クラブ委員長会議  

■２００６～０７年度ＤＤＦ選択会議  ■ロータリー館 （友愛の家） 開館式  ■名古屋ＲＣ 創立８０周年記念式典  

■半田南ＲＣ 創立２５周年を迎えて  ■ロータリー１００周年記念特集 

■地区委員会だより～環境保全委員会～  ■話の泉⑫ からだＳＯＳ「いびき・睡眠時無呼吸症候群」 

■話の泉⑬ 「ＭＡＳＴＥＲＳ」  ■ハイライトよねやま ６１号 ■ロータリーの友 トピックス 

■今月のカレンダー  ■出席報告（２月分 EXCEL形式）  ■文庫通信  ■地区事務所 移転案内 

■ロータリー１００周年記念切手のご案内

ロータリー１００周年記念特集④ 豊橋ロータリークラブロータリー１００周年記念例会

豊橋ロータリークラブ 会長   中西 芳夫

  

 “ロータリーを祝おう”のテーマのもと、１００周年の応答日である２月２３日に記念例会を開催いたしま

した。 

 最近まで在籍されていた元会員をはじめ、当クラブが支援するＩＡＣ、ＲＡＣおよびＲＣＣ活動のＴＥＣ関

係者の方々や会員のご家族らに参加頂き総勢１３０名余の例会を開催することができ、共にロータリー１

００周年をお祝い致しました。「ロータリー１００年」という題で野村重彦Ｐ.Ｄ.Ｇ.（刈谷ＲＣ）に特別記念講演

をして頂き、会員はじめ参加者の方々も、ロータリー活動をより深く認識して頂く事ができ、とても有意義

な例会となりました。 

 引き続き行われた祝賀懇親会では、“ロータリーを祝おう”のテーマのもとにオープニングアトラクション

として、津軽三味線“雅会”の演奏で開会し、中西会長より記念プロジェクトの発表を行いました。世界の

料理と合唱団“カナリアの会”の素晴らしい合唱を聞きながら、終わりに“手に手つないで”を全員で歌

い、１００周年記念例会を閉会いたしました。 

＊ ロータリー１００周年記念プロジェクト－１００円玉募金－＊ 

１００周年を記念し、記念例会から１０例会の間、会員より１００円玉を募金して頂き、豊橋善意銀行を通

じて市内の乳児院、児童施設等に募金を贈らせていただきます。 

▲上へ戻る
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■ＷＣＳ視察旅行報告  ■地区ロータリー財団委員長会議  

■米山奨学期間終了者歓送会および指導教官への感謝の会  ■第２回社会奉仕クラブ委員長会議  

■２００６～０７年度ＤＤＦ選択会議  ■ロータリー館 （友愛の家） 開館式  ■名古屋ＲＣ 創立８０周年記念式典  

■半田南ＲＣ 創立２５周年を迎えて  ■ロータリー１００周年記念特集 

■地区委員会だより～環境保全委員会～  ■話の泉⑫ からだＳＯＳ「いびき・睡眠時無呼吸症候群」 

■話の泉⑬ 「ＭＡＳＴＥＲＳ」  ■ハイライトよねやま ６１号 ■ロータリーの友 トピックス 
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■ロータリー１００周年記念切手のご案内

 環境保全と愛知万博とロータリー 
 
 
  地区環境保全委員会 
 
  委員長  國分 孝雄 

 １９８８年１０月の２１世紀国際博の愛知県での開催の発議より凡そ１７年の長い時と紆余曲折を経て、

ようやく「自然の叡智」をテーマに愛知万博が開幕された。この愛知万博は２１世紀の人間の生き方を考

え、示す場であると共に、身近な環境問題は勿論のこと地球規模での環境問題を考え、豊かさを秘めた

この美しい地球を私たちの子孫に、今よりもよい状態にして残すために世界が協働して知恵を出す場で

ある。更に、地球市民の一人一人が自立し、人間の尊厳が守られ、たとえ貧しくとも豊かと自覚のでき

る、市民中心の２１世紀社会を創造するための知恵を示す場でもある。具体的には、この愛知万博は

「市民参加」と「環境」を二本の柱に、目的達成のためにかずかずの新しい技術が示され、それらの技術

を駆使しこれらのことを、楽しく、ビジュアルに来場者の感性に訴え、語りかけている。 

 さて、ロータリーは国、文化、宗教、民族等を超えて国際的に連帯して地球社会に貢献してきた。その

代表的な活動が２０年近くに亘って進めてきたＷＨＯと組んだポリオの撲滅活動であり、今年中にはポリ

オ撲滅宣言が出されそうである。ロータリーは地球規模で連帯できる民間の最大の組織である。このよう

な組織として取り組むべき２１世紀の課題は「人間の尊厳」を守るため「環境」と「平和」について真正面

から真剣に考え、行動することである。ロータリー活動は各クラブの自主が第一義であるが、それを基盤

にして、ロータリアンとして共通して認識しているはずの精神、理念のもと国際、ゾーン、地区、分区等が

連帯や協働の強化を図り、これら問題に取り組み、地球社会に貢献することが望まれる。特に、環境保

全活動についても、各クラブの地域における身近な問題も大切なことは勿論であるが、少し視野を広げ

て、地球的、世界的な視野に立って、他のクラブ、場合によっては他の組織、団体等とも連係して積極的

に活動していくことも必要である。ここ６年に亘って毎年行ってきた当地区内８０クラブの環境保全活動の

アンケート調査によれば、世界に目を向けた環境保全活動をしているクラブは数クラブしかなく、今もっ

て、凡そ三分の一以上のクラブはクラブメンバーに対する環境保全意識の啓蒙程度の活動しか行ってい

ない。ロータリーメンバーにとって、環境保全の大切さは既に認識済みのことであり、この段階から脱皮

して社会に向けた活動、行動が望まれる。今、この地で世界が注目している、環境をテーマにした愛知万

博が開かれ、ロータリーも深く関わっているのだから。

▲上へ戻る
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■ガバナーメッセージ  ■ロータリー雑誌月間に寄せて  ■ローターアクト海外研修報告 

■ＷＣＳ視察旅行報告  ■地区ロータリー財団委員長会議  

■米山奨学期間終了者歓送会および指導教官への感謝の会  ■第２回社会奉仕クラブ委員長会議  

■２００６～０７年度ＤＤＦ選択会議  ■ロータリー館 （友愛の家） 開館式  ■名古屋ＲＣ 創立８０周年記念式典  

■半田南ＲＣ 創立２５周年を迎えて  ■ロータリー１００周年記念特集 

■地区委員会だより～環境保全委員会～  ■話の泉⑫ からだＳＯＳ「いびき・睡眠時無呼吸症候群」 
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■ロータリー１００周年記念切手のご案内

 
  名古屋栄ＲＣ  西村 忠郎 
  （藤田保健衛生大学衛生学部教授） 

 「いびき・睡眠時無呼吸症候群」は、一昨年２月２６日の新幹線岡山駅での居眠り運転による停止事故

以来、マスコミでも頻繁に取り上げられ、医療関係者のみならず一般の方々の関心も最近とみに高くな

っています。 

 この事故の運転手は体重が約１００kgの巨漢の方でした。事故の前夜、約９時間の睡眠をとっていたと

のことでしたが､実際には居眠り事故を起こしてしまったのでした。私ども専門医から見れば、９時間の充

分な睡眠とはいえ、極めて浅い睡眠のため熟睡しておらず、睡眠時無呼吸も重度であったことが居眠り

の原因と考えられました。 

 ロータリアンの方々の中にも「いびき」がひどく､本症候群ではないかと心配をしておられる方も少なくな

いのではないかと推察しています。 

 そこで、この「話の泉」への執筆依頼を戴いた機会に「いびき、睡眠時無呼吸」について少々述べさせ

ていただきます。 

 いびきと本症候群とは密接な関係があります。大いびきが毎晩あれば本症候群の可能性が強く疑わ

れ、逆に、本症候群を認めるときは、いびきは必発であります。 

 １９７６年、米国の有名なスタンフォード大学の睡眠学の大家であるギルミノー教授（写真１：左）が本症

候群は「睡眠７時間中に持続時間１０秒以上の換気(呼吸)の停止が３０回以上存在するもの」と定義を

し、以来この症候群は大変注目されるようになってきました。 

 本症候群は大いびき以外には、眠りが分断されるために睡眠が浅くなり、早朝に頭痛を起こしたり、日

中の疲れがひどい、気分がすぐれない、根気がないなどの症状が出現します。さらに､昼間傾眠(居眠り)

を生じる事も稀ではありません。 

 とくに､居眠り運転による自動車事故は深刻な被害をもたらします。本症候群の患者が引き起こす交通
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事故は、カナダでは健康人の２倍、米国では７倍というデータもあり､大きな社会問題にもなっています。 

 本症候群の頻度は、本邦では全人口の男性では３．３％、女性では０．５％。米国では男性の４％､女

性の２％という報告もあり、有病率が高く、２１世紀の国民病とも言われています。さらに、習慣性いびき

症の人は本症候群の数倍に上り、本邦で、男性の２１．３％、女性の７．６％という報告もあり、高頻度に

認められます。これらいびき症患者のいびき発生のメカニズムは、図1に示していますが、上気道の軟口

蓋や舌の付け根部分が狭くなり、吸気のとき発生するのが一般的です。また、本症候群もいびきと同じ

部位が狭窄をおこし､無呼吸の原因となります。 

 また、本症候群は循環器系への大きな影響があり､とりわけ高血圧との関係が密接です。睡眠中の血

圧変動が大きく、高血圧の人が高率にみられます。私共がこれらの患者さんに手術を行った結果、血圧

が下降し、高血圧が治ってしまったというケースも少なからず経験してきました。さらに、不整脈や心筋梗

塞の合併症が高く、放置するとこれらの合併症により、命を縮めるとも言われています。 

 したがって､大いびき、睡眠時無呼吸、昼間の傾眠、高血圧などの循環器障害、さらに高度肥満などが

あれば放置することなく、いびきや睡眠時無呼吸を取り扱っている専門医への受診を是非お薦めしま

す。

 写真１ 
 左がギルミノー教授。その隣が筆者 
 
 （１９９７年ギリシアでの睡眠時無呼吸会議のシンポジウム後 

  の昼食会にて） 

 図１

▲上へ戻る
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■ガバナーメッセージ  ■ロータリー雑誌月間に寄せて  ■ローターアクト海外研修報告 

■ＷＣＳ視察旅行報告  ■地区ロータリー財団委員長会議  

■米山奨学期間終了者歓送会および指導教官への感謝の会  ■第２回社会奉仕クラブ委員長会議  

■２００６～０７年度ＤＤＦ選択会議  ■ロータリー館 （友愛の家） 開館式  ■名古屋ＲＣ 創立８０周年記念式典  

■半田南ＲＣ 創立２５周年を迎えて  ■ロータリー１００周年記念特集 

■地区委員会だより～環境保全委員会～  ■話の泉⑫ からだＳＯＳ「いびき・睡眠時無呼吸症候群」 

■話の泉⑬ 「ＭＡＳＴＥＲＳ」  ■ハイライトよねやま ６１号 ■ロータリーの友 トピックス 
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■ロータリー１００周年記念切手のご案内

 
  名古屋ＲＣ  鈴木 晴視 
  （ ㈱鯛めし楼 代表取締役 ） 

 誠に不思議な縁から私が夢に見たあの「MASTERS」を開催する、AUGUSTA NATIONAL GOLF

CLUBでプレイをする機会を得ました。 

 祖父が戦前からゴルフを和合でしていたお陰で私は小学生の頃からゴルフというものに違和感が無く

（勿論贅沢な運動だとは思っていましたが）、幸いにも大学に入学して１８歳からゴルフを始めることを祖

父は何故か許してくれました。とは言え、田舎から東京に来ている学生でそう思うように出来るわけも無

く、名古屋に帰った時に猛練習をしてゴルフ部合宿に行きました。 

 当時、慶応のゴルフ部には新入部員が２００人位居ましたので 部員を減らすため、毎朝６時に多摩川

の練習場に集合して１時間ほどランニングをさせていました（４年間走ったお陰で健康な体が出来たと思

います・・・）。部員は卒業時に３５人に減りましたが、私の実力は補欠の補欠ぐらいでした。 

 ノリタケでの会杜勤務の後、家業の鯛めし楼に入りましたが「ゴルフは日曜日だけ、でもシングルになろ

う」と思い２８歳から猛練習をしました。 

 今年でゴルフを始めてから４５年になりましたがその間、私には叶えたい３つの夢がありました。 

1) セントアンドリュウス でプレイをする事 

2) エ一ス(ホール イン ワン)をする事 

3) オーガスタで（観るのではなくて）ゴルフをする事  

 １０数年前にセントアンドリュウスでプレイをする機会が有り、さらにエ一スの夢も和合の１３番で達成で

きました。残るひとつはオーガスタです。 
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 私はあらゆる機会を通じ、また、お客様にもお願いしましたがなかなか思うようにはいきませんでした。 

 「高橋さん、オーガスタでゴルフしたいんや」「なんでそんなところで・・・?ほな聞いたるわ」ＢＡＲで飲んで

いるときの話です。 

 酒の席での話でもあり、すっかり忘れていた私にある日「晴視ちゃん オーガスタ出来るで・・・。」と高橋

さん。嬉しさで どの様に返事をしたのか覚えていません。 

 ２００３年２月１７日のプレイ日までの間、日々想いはつのり雑誌等今まで集めた資料でコースチェック

もして準備も万端。私のゴルフ人生の中でこれだけ充実した事は初めての事でした。 

 ２月１６日 名古屋→成田→ワシントン→アトランタ→オーガスタへと、日曜日の早朝出発、夕方にはオ

ーガスタの町に到着予定でした。 

 ワシントン空港には順調に到着しましたが、その日アメリカ北東部は大雪と大寒波で乗り継ぐ事も出来

ず「その日の内になんとかオーガスタに着かねば」と取り敢えず南に向かう事になり、ＴＡＸＩにてリチモン

ド空港に向かいアトランタ便に乗るべく到着するとやはり雪でだめでした。 

 今度はレンタカーでサウスカロライナ州のフロウレンスに向けて出発、高橋さんのアメリカの会杜に勤

務するブライアン氏が我々を急遽迎えるためにフロウレンスまで５～６時間かけて来てくれました。 

 夕食を取り、オーガスタに着いたのは午前1時。日本出発から３０時間後のことでした。 

オーガスタのハウス 練習場の四角錘に並べられたボール ティーグラウンドのボール洗い

 ２月１７日 オーガスタナショナルゴルフコースの廻りを１周して気持を高め 午前１１時３０分オーガス

タの正門前で、登録されている人だけが守衛のチェックを受け中に入りました。 

 クラブハウスの前でメンバーのトラウトマン氏の出迎えをうけ、今日泊まるチェンバーに入りました。 

 このチェンバーは、１番ティーの横に在りボビー・ジョーンズが泊まっていた所で日本の家で云うなら４Ｌ

ＤＫバストイレ付の部屋です。 

 試合の時でもこのチェンバーには、プロは入る事も出来ないし泊まる事も駄目なようです。 

 私、高橋氏、武田氏と一人ずつの部屋、そしてメンバーが一番奥の大きい部屋に落ち着き、すぐに昼

食。 

 いよいよスタート。メンバーのトラウトマン氏(６３歳)は心臓が少し悪く、気温が華氏５０度を超えないとラ

ウンドしないと云うことです。その日は少し寒くメンバー無しで心配でしたが、３人でプレイすることになり

ました。 

 グリーンの帽子に真白なつなぎを着た、見るからにゴルフが上手そうなキャデーがそれぞれのバッグを

担ぎ、まず練習場ヘ。 

 ボールが四角錘に綺麗に積んであり適当に崩して打っていく、勿論芝の上で。 大きな練習場なのに

プロ達は「この頃よくボールが飛ぶようになった」との事で、やはり奥には 網が張られていました。 

 メンバー トラウトマン氏曰く「今年は、５番ホールのクロスバンカーをタイガー・ウッズのためにもう一つ

奥に造った」との事。「キャリー２６０ヤードで越えて行くらしい」という会話をしながら１番をスタート。早くも

大きなバンカーが目に付き前途多難を思わせました。 

 スタート時間もスタート表も無く如何するのかと心配していると、何の事も無いスタートに来たら順次出
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て行くのだそうで、しかもコースを見ればかなりの数の女性がプレイしていました。メンバー同伴ならでき

るのだそうです。 

 コースはすべて松の木でセパレートされ、ラフは無く松林の下は綺麗に枯葉で整備されておりました。

少し時期が早かったので、あの綺麗なはなみずき、 つつじ等の花木を見ることが出来ませんでしたが、

マスターズに向けて古い木を切り取り新しい花木の植栽が行われているところがあちらこちらに見られま

した。 

 皆さんがテレビで楽しまれるあの光景を現実にプレイしてみると、グリーンの大きさ(ほぼ和合に近いよ

うに思える)、傾斜の鋭さ、奥行き、池およびバンカーの配置等は、テレビでは判らないものだとつくづく思

いました。 

 ところで「スコアーはどうだったのか」と皆さんに尋ねられます。胸を張って「８１でした。」と答えます。 

 いや実はオーガスタには、２つのティーグランドが在ります。１つはメンバーズティー６２４０ヤード、勿論

私はこのティーからしたのです。もう1つはマスターズティー７２９０ヤードです。 

 あのプロゴルファー達は、このティーから試合をします。実に１０５０ヤードもの差が有るのです。多分、

私がマスターズティーからしたら３桁のスコアーだったと思います。 

 もう一つ、オーガスタゴルフ場にはショートコースが有ります。これがなかなか面白いコースで大きい池

のまわりを周りながらアップダウンが有り、当然ながら全部ショートコースの９ホールで、４人で廻ると１時

間余かかります。ここで毎日練習でもしたら、あるいはこんな所が日本のコースに在ればなぁと思いまし

た。このコースではショートホールコンテストが大会前日に行われ、スコアーと名前が刻まれた歴代のプ

レートが飾って有ります。 

 オーガスタのハウスは入口に１人の女性が居るのみです。その反対側のボードには本日来ているメン

バーの名札が掲示されており、そのなかの一人に有名なカリフォルニアのクアーズ・ビールの社長の名

前もありました。自分の事も忘れ「遠くから来ているなぁ」と感心していました。 

 ハウスの２階には 歴代のチャンピオンが使用するロッカールームが在りタイガー・ウッズの名前も見

当たりました。また３階にはアマチュアに限り、出場者が望めば４～５人が泊まる事が出来るように設備

が整っていました。その他にもアイゼンハウワー大統領が愛用した机も飾って在りました。 

 「グリーンのジャケットをメンバーは着用しなければいけない」と云う事は 余りにも有名ですがやはり誇

りに思えるのでしょう。食堂に行けば各テーブルには必ず一人以上のグリーンジャケットを見ました。 

 そのメンバーがあちらこちらと友情の輸を広げているのかと思うと羨ましい限りでした。 

 ワインの素晴らしいセラーがあることも日本ガイシの柴田会長から聞いていましたので頼んで見せて貰

いました。 

 ３万本以上のワインが地下に貯蔵されしかも私でも良く知る銘柄が年代別に並んでおり「まぁざっと３億

円かな」と、想像したものです。 

 私にとっての素晴らしい夢を叶えて下さいました高橋さんには、ただ感謝 感謝あるのみです。と同時

に、もう夢が残り無くなり「さて如何しようか？」と、思う今日此の頃です。 
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これ、グリーンです。 
高低差を理解して下さい。

ワインセラーの一部

▲上へ戻る
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ハイライトよねやま ６１ 

（財）ロータリー米山記念奨学会
２００５年３月１４日発行

PDF版はこちら （クラブでの配布などにご自由にお使いください。） 
 

ニュース News

１．寄付金速報 ～年度末に向けて 

２．寄付金増進タスクフォース開催報告 

３．2005年4月新規採用の米山奨学金合格者が決定！ 

４．巣立つ奨学生に幸あれ！ ～各地区で米山奨学生歓送会開催～ 

５．『2005学年度 米山奨学生ハンドブック』が発行されました 

６．台湾に米山学友のガバナー誕生 

７．米山奨学会理事 花岡和雄氏（2600地区）逝去 

１．寄付金速報 ～年度末に向けて 

2月までの寄付金は、前年同期と比べ3.7％減、約4千3百万円の減少でした。普通寄

付金が2.1％減、特別寄付金が4.6％減です。今年度の寄付金目標は15億1千万円で

すが、2月までの時点で達成率は約75％といまだ大変厳しい状況です。地区の寄付金

データや資料のご希望がありましたら、どうぞご用命ください。今年度も残りあと4ヵ

月、引き続きご協力賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

２．寄付金増進タスクフォース開催報告 

2月9日（水）、常務理事会の委嘱を受けた「寄付金増進タスクフォース（作業部会）」が

スタートしました。伊藤長英常務理事（第2510地区：北海道西部）が座長を務め、現ガ

バナー、ガバナー・エレクト、地区米山奨学委員長など、米山関係者から選出された

10名の委員が、寄付金減少の原因を分析し、増進方策と今後の奨学事業について検

討します。 

第1回会議では、「地区での米山奨学金・表彰制度に関する状況調査」、「普通・特別

寄付金の現状、分析」について協議し、活発な意見交換と提案がなされました。 

 

～速報！～ 
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ロータリーの友４月号のよねやまだよりは、 

「温かい寄付への感謝を表して」 

長らく寄付増進の原動力となってきた 
表彰制度と免税特典について 

特集いたします。 
ぜひご一読ください。 

３．2005年4月新規採用の米山奨学金合格者が決定！ 

2005学年度の米山奨学金の申込者は1,221名。その中から、全国の地区選考委員会

による選考の結果、新規採用者486名の合格が決まり、3月3日に各大学担当者宛に

合否通知を発送しました。 

合格率を主な国籍別にみると、申込者数の多い中国は32.2％（申込者742名）で、韓

国（49.7％：申込者155名）や台湾（44.1％：申込者93名）に比べて高い競争率でした。 

今後、合格者には世話クラブとカウンセラーが選定され、5月に開催されるオリエンテ

ーションを経て正式な米山奨学生となります。皆さまの地区・クラブでどうぞ温かくお迎

えください。 

 

 

４．巣立つ奨学生に幸あれ！ ～各地区で米山奨学生歓送会開催～ 

2月中旬から、各地区で奨学期間を終了する米山奨学生の歓送会が実施されていま

す。ガバナーやガバナー・エレクト、理事など役員の臨席のもと、カウンセラーや指導

教員も招かれて、華やかな雰囲気の中、奨学生一人ひとりに終了証が手渡されます。 

各地区の米山奨学委員会では、それぞれ趣向を凝らしています。第2750地区（東京

都西南部）では、人材ビジネス会社社長から『アジアの日系企業・最新人事情報」と題

する記念講演が行われました。また、第2640地区（大阪府南部／和歌山県）では、ロ

ータリアンと奨学生が壇上で混声合唱を披露しました。 
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歓送会で合唱を披露するロータリアンと奨学生 

（第2640地区） 

５．『2005学年度 米山奨学生ハンドブック』が発行されました 

米山奨学生全員に配布する『奨学生ハンドブック』の2005学年度版ができあがりまし

た。米山奨学生として守るべき約束・知っておくべき情報はもちろん、奨学生からよく

寄せられる疑問と回答をまとめたＱ＆Ａ、米山奨学生バッジの由来などが掲載されて

います。 

また、巻末には、これまでホームページからダウンロードする形式だった米山奨学生

からの各種届出用紙を添付しました。地区で行うオリエンテーションやカウンセラー研

修会の際には、当ハンドブックをぜひご活用ください。 

 

 
 

* 新規採用・継続者を含めて、奨学生には3月中に配布し、世話クラブ・カウンセラーにはクラブ事務所

宛に4月末までにお送りします 

 

６．台湾に米山学友のガバナー誕生 
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第3490地区（台湾）の2005-06年度ガバナー・エレクトとして、元米山奨学生の許 國文

氏【1975-77年度奨学生／徳島大学医学部／世話クラブ：徳島RC】が選出されまし

た。許氏は、台湾・羅東市にある羅東博愛病院の副理事長で、羅東西ロータリークラ

ブに所属しています。 

2月下旬にアナハイムで行われたＲＩ国際協議会では、日本人以外でただ一人、日本

語セッションに参加。積極的に議論にも加わって、日本のガバナー・エレクトとの交流

を大いに深めたとのことです。国際協議会でこのセッションのリーダーを務めた川尻政

輝パストガバナー（第2750地区：東京都西南部／ﾊﾟｼﾌｨｯｸﾍﾞｲｽﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ）は、感動を込

めて次のように語られました。 

なお、元米山奨学生のガバナー誕生は、韓国の林 隆義氏【ソウル市・恵聖総合病院

院長（漢城RC所属）／1997-98年度第3650地区P.G.】に次ぐ2人目で、台湾では初の

快挙です。 

 

「日本人にとって、台湾はもともと親しみ深い国ですが、『台湾のガバナ
ー・エレクトが元米山奨学生である』ということは、まったく質の異なった
連帯感を生みます。巣立った奨学生が同じ仲間として、同じ目標をか
かげて母国の地区の運営をするまでになる、というのは、どれほど日
本のロータリアンにとって事業の意義を身近に感じられることか。まさ
に、米山奨学事業の果たしてきた成果、事業の成長を実感できる大ニ
ュースだと思います。 

研修の最後に、私は参加者のガバナー・エレクトに次のようにエールを
送りました。『101年目のガバナーであるあなた方は、先輩たちが支援
したアジアの人たちと同期の仲間として強い連帯をもてる、とても恵ま
れた時代のガバナーなのです』と。 

昨年、今年と2年続けて、リーダーとしてアナハイムの国際協議会に参
加しましたが、元米山奨学生のガバナー・エレクトが自分のクラスに入
って、研修を共にできたというのは、私にとって最も感動した出来事で
した」 

７．米山奨学会理事 花岡和雄氏（2600地区）逝去 

国際ロータリー第2600地区の米山理事 花岡和雄氏が、3月1日にご逝去されました。

享年78歳でした。花岡理事は、1992-93年度の同地区パストガバナーで、2001年8月

から当会理事となられ、任期は2005年8月までの予定でした。2003年7月からは、米山

奨学委員長としてもご奉仕くださいました。ここに謹んで哀悼の意を表し、氏のご冥福

をお祈りいたします。 
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                 以 上 

 

（財）ロータリー米山記念奨学会 
〒105-0011 東京都港区芝公園2-6-3 abc会館ビル8Ｆ 

Tel:03-3434-8681  Fax:03-3578-8281 
http://www.rotary-yoneyama.or.jp/ 
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年間予定表

確認したい月をクリックしていただくと、その月の予定が表示されます。

2004/7月・8月・9月・10月・11月・12月・2005/1月・2月・3月・4月・5月・6月

２００５年 ４月

 １０日（日）  地区協議会（の為の）指導者会議   第５回地区諮問委員会

 １８日（月）  第２回国際奉仕委員長会議

 ２２日（金） 

       ～２３日（土）
 第１１回ロータリー青少年交換研究会「東京会議」  第２回ＲＯＴＥＸ全国会議

 ２２日（金）  2006～2007年度財団奨学生候補者書類選考会  ＧＳＥ受入送別晩餐会

 ２３日（土）  尾西ＲＣ 創立５０周年記念式典

 ２９日（金） 

       ～３０日（土） 
 Ｒ.Ｉ.会長主催祝賀会議
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会員数 会員数

2004年
7月１日

2005年
2月末日

2月 累計 2月 累計

半田 66 4 65 3 1 2 0 3
常滑 54 0 54 0 0 2 0 2
東海 52 2 52 2 0 1 0 1
東知多 22 1 22 1 0 1 1 1
半田南 50 1 53 1 0 4 0 1
知多 26 0 26 0 0 2 0 2
大府 26 0 24 0 0 2 3 4

7RC 296 8 296 7 1 14 4 14
一宮 80 0 80 0 0 5 0 5
津島 74 1 75 2 0 3 0 2
尾西 36 0 37 0 0 1 0 0

一宮北 61 0 60 0 0 0 0 1
稲沢 60 0 59 0 0 0 0 1
あま 93 0 93 0 1 2 1 2
西春日井 43 1 43 2 0 1 0 0
尾張中央 51 0 55 0 1 8 0 4
一宮中央 59 6 57 6 0 1 0 3

9RC 557 8 559 10 2 21 1 18
瀬戸 80 3 80 3 0 3 0 3
犬山 84 0 84 0 0 3 0 3
江南 60 1 58 1 0 1 0 3
小牧 71 2 68 2 0 0 0 3
春日井 62 4 64 4 0 3 0 1
尾張旭 29 0 29 0 0 1 0 1
名古屋空港 53 0 56 0 0 4 0 1

瀬戸北 68 3 71 3 0 7 0 4
岩倉 17 0 20 0 1 4 0 1
豊山・城北 28 1 27 1 0 0 0 1
愛知長久手 23 2 24 2 0 2 0 1

11RC 575 16 581 16 1 28 0 22
名古屋 189 0 195 0 0 11 1 5
名古屋西 99 0 105 0 0 9 0 3
名古屋南 113 0 114 0 0 3 0 2
名古屋みなと 84 0 86 0 0 4 0 2
名古屋東南 72 6 77 6 0 7 0 2

名古屋中 135 0 138 0 0 6 0 3
名古屋瑞穂 75 0 75 0 0 2 0 2
名古屋大須 65 2 67 2 0 4 0 2
名古屋栄 81 0 80 0 0 2 0 3
名古屋名南 83 13 82 13 1 1 0 2
名古屋名駅 90 2 101 3 0 15 1 4
名古屋西南 54 8 53 7 0 0 0 1

12RC 1,140 31 1,173 31 1 64 2 31

クラブ 平均

平均出席率 80 94.76%

名 内女性 126

名 内女性 129

227 名

171 名

56 名

クラブ名

入会 退会
当月
女性

2004年
7月1日
女性

南
尾
張
分
区

西
尾
張
分
区

東
尾
張
分
区

西
名
古
屋
分
区

当月会員数 5,368

差引純増会員数（累計）

2004年　7月１日会員数

地区内クラブ数　８０ＲＣ
5,313

当月平均出席率

増加会員数（累計）

減少会員数（累計）



2月 累計 2月 累計

名古屋北 97 0 96 0 1 5 0 6
名古屋東 90 0 93 0 0 4 1 1
名古屋守山 65 5 64 5 0 3 0 4
名古屋和合 103 0 102 0 0 1 0 2
名古屋名東 57 5 58 7 0 2 0 1
名古屋名北 50 8 49 7 0 1 0 2
名古屋千種 65 6 64 6 0 2 0 3
名古屋昭和 60 0 64 0 0 5 0 1

名古屋錦 36 8 36 7 0 2 0 2
名古屋東山 62 2 62 2 0 1 0 1

10RC 685 34 688 34 1 26 1 23

豊橋 118 4 117 4 0 4 1 5
蒲郡 66 0 64 0 0 1 1 3
豊橋北 93 2 96 2 0 5 0 2
豊川 68 0 67 0 1 1 0 2
田原 61 1 60 1 0 3 1 4
豊橋南 62 0 61 0 1 1 0 2
新城 60 0 57 0 0 1 0 4

渥美 38 0 42 0 0 4 0 0
奥三河 22 3 21 3 0 0 0 1
豊川宝飯 53 0 55 0 0 2 0 0
豊橋ゴールデン 71 0 71 0 0 1 0 1
田原パシフィック 68 0 70 0 0 2 0 0
豊橋東 47 0 49 0 0 2 0 0

13RC 827 10 830 10 2 27 3 24

岡崎 99 1 100 1 0 5 0 4
豊田 73 0 76 0 1 5 0 2
岡崎南 98 2 99 2 0 3 0 2
豊田西 100 0 104 0 1 6 0 2
岡崎東 73 0 67 0 0 1 0 7

豊田東 81 0 80 0 0 2 0 3
岡崎城南 75 0 74 0 0 0 0 1
豊田三好 24 3 26 4 0 3 0 1
豊田中 49 5 50 5 0 2 0 1

9RC 672 11 676 12 2 27 0 23

刈谷 86 0 86 0 1 3 0 3
安城 70 1 68 1 0 1 0 3
西尾 77 1 75 1 0 0 0 2
碧南 75 0 76 0 0 5 2 4
一色 35 0 34 0 0 0 0 1
高浜 42 2 45 3 0 4 0 1
知立 62 0 66 0 3 6 0 2
西尾ＫＩＲＡＲＡ 61 0 62 0 0 1 0 0
三河安城 53 4 53 4 0 0 0 0

9RC 561 8 565 9 4 20 2 16

2004年
7月1日
女性

東
名
古
屋
分
区

東
三
河
分
区

西
三
河
中
分
区

クラブ名

西
三
河
分
区

退会会員数
2004年7
月1日

会員数
2005年2
月末日

入会
当月
女性



ガバナー月信 Vol.１０  ４月 メニュー

■ガバナーメッセージ  ■ロータリー雑誌月間に寄せて  ■ローターアクト海外研修報告 

■ＷＣＳ視察旅行報告  ■地区ロータリー財団委員長会議  

■米山奨学期間終了者歓送会および指導教官への感謝の会  ■第２回社会奉仕クラブ委員長会議  

■２００６～０７年度ＤＤＦ選択会議  ■ロータリー館 （友愛の家） 開館式  ■名古屋ＲＣ 創立８０周年記念式典  

■半田南ＲＣ 創立２５周年を迎えて  ■ロータリー１００周年記念特集 

■地区委員会だより～環境保全委員会～  ■話の泉⑫ からだＳＯＳ「いびき・睡眠時無呼吸症候群」 

■話の泉⑬ 「ＭＡＳＴＥＲＳ」  ■ハイライトよねやま ６１号 ■ロータリーの友 トピックス 

■今月のカレンダー  ■出席報告（２月分 EXCEL形式）  ■文庫通信  ■地区事務所 移転案内 

■ロータリー１００周年記念切手のご案内

文庫通信 （２１０号）

 「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして１９７０年に設立された皆様の資料

室です。 

 ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、１万９千余点を収集・整備し皆様のご利用に備えて

おります。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料については

コピーサービスも承ります。 

 クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料の

ご紹介を致します。 

ロータリーを考える

◎「吾が内なる道徳律」 佐藤 千壽 (D.2580) 

  ―2004年国際協議会講話： 佐藤 千壽訳 講話原文付― 

  2004 77P ［申込先：ロータリー文庫（コピー）］

  ○『来し方顧み・行く先見つめて』  ビチャイ・ラタクル  ［申込先：ロータリー文庫（コピー）］

  ○『統率の道－行く先見つめて』  ラジェンドラ・サブー  ［申込先：ロータリー文庫（コピー）］ 

◎「ロータリー歴史探訪」 田中 毅  2004 131P  [申込先：田中 毅 FAX：（0797）32-6888]  

◎「ロータリー歴史探訪(日本編）」 田中 毅  2004 55P  [申込先：田中 毅 FAX：（0797）32-6888]  

◎「私の考えるこれからのロータリー」 上野 孝（D.2800 地区大会講演）  2005 10P 

  ［申込先：ロータリー文庫（コピー）］ 

◎「ロータリーが、今、直面している問題－日本におけるロータリーを中心に」 川尻政輝（D.2730 月信） 

  2005 9P  ［申込先：ロータリー文庫（コピー）］

◎「ポール・ハリスの来日およびハリスと米山の胸像」 井口賢明 2004 2P 

   ［申込先：ロータリー文庫（コピー）］ 

ロータリー文庫 

〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-3 abc 会館 7F 

TEL(03)3433-6456 FAX(03)3459-7506 http://www.rotary-bunko.gr.jp 

開館＝午前１０時～午後５時 休館＝土・日・祝祭日

▲上へ戻る
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ガバナー月信 Vol.１０  ４月 メニュー

■ガバナーメッセージ  ■ロータリー雑誌月間に寄せて  ■ローターアクト海外研修報告 

■ＷＣＳ視察旅行報告  ■地区ロータリー財団委員長会議  

■米山奨学期間終了者歓送会および指導教官への感謝の会  ■第２回社会奉仕クラブ委員長会議  

■２００６～０７年度ＤＤＦ選択会議  ■ロータリー館 （友愛の家） 開館式  ■名古屋ＲＣ 創立８０周年記念式典  

■半田南ＲＣ 創立２５周年を迎えて  ■ロータリー１００周年記念特集 

■地区委員会だより～環境保全委員会～  ■話の泉⑫ からだＳＯＳ「いびき・睡眠時無呼吸症候群」 

■話の泉⑬ 「ＭＡＳＴＥＲＳ」  ■ハイライトよねやま ６１号 ■ロータリーの友 トピックス 

■今月のカレンダー  ■出席報告（２月分 EXCEL形式）  ■文庫通信  ■地区事務所 移転案内 

■ロータリー１００周年記念切手のご案内

地区事務所 移転のお知らせ

地区事務所が４月７日より豊島ビルへ移転致します。名称も変わりますのでご注意下さい。 

なお、詳細は後日ご連絡申し上げます。

閉鎖期間 ： ４月７日（木）～１１日（月）

地区事務所 改め 

↓ 

ガバナー事務所分室 

 

〒４６０－０００３ 
愛知県名古屋市中区錦２－１５－１５ 豊島ビル３階 
 
TEL：０５２－２１１－２７６０ 

FAX：０５２－２１１－０２３０ 
E-mail：＜変更なし＞

Page 1 of 1地区事務所移転のお知らせ
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ガバナー月信 Vol.１０  ４月 メニュー

■ガバナーメッセージ  ■ロータリー雑誌月間に寄せて  ■ローターアクト海外研修報告 

■ＷＣＳ視察旅行報告  ■地区ロータリー財団委員長会議  

■米山奨学期間終了者歓送会および指導教官への感謝の会  ■第２回社会奉仕クラブ委員長会議  

■２００６～０７年度ＤＤＦ選択会議  ■ロータリー館 （友愛の家） 開館式  ■名古屋ＲＣ 創立８０周年記念式典  

■半田南ＲＣ 創立２５周年を迎えて  ■ロータリー１００周年記念特集 

■地区委員会だより～環境保全委員会～  ■話の泉⑫ からだＳＯＳ「いびき・睡眠時無呼吸症候群」 

■話の泉⑬ 「ＭＡＳＴＥＲＳ」  ■ハイライトよねやま ６１号 ■ロータリーの友 トピックス 

■今月のカレンダー  ■出席報告（２月分 EXCEL形式）  ■文庫通信  ■地区事務所 移転案内 

■ロータリー１００周年記念切手のご案内

ロータリー１００周年記念切手のご案内

※クリックすると、別ウインドウにて拡大表示されます。

  

▲上へ戻る
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